
令和 2年度 事業報告

令和 2年度は、新型コロナウイルス感染症の脅威に翻弄され、シルバー事業
の運営においても大きな打撃を受けた一年でした。

昨年4月 の国の緊急事態宣言発令以降、感染の終息を願いつつも、抜本的な

対策が見いだせない状況が続いています。ワクチンの接種が進み、一日も早い

沈静化が望まれるところです。

高齢者の就労を巡っては、シルバー人材センターに対して一定の期待が寄せ

られているものの、一方で、令和 3年 4月 からの改正高齢者雇用安定法の施行

は、センターの会員確保の面で大きな影響を受けることが予想され、我々を取

り巻く情勢は大きく変化しようとしています。

シルバー事業の遂行に当たつては、国・県補助金の前年度同額の確保、国の

委託事業である高齢者活躍人材確保育成事業の予算増額等などプラスの要因は

ありましたが、派遣事業の大幅な落ち込みによる収益の悪化などマイナスの要

因も大きく、総じて連合会の収益は前年度を割り込む結果となりました。

その総括は次ページの表 1の とおりであり、コロナ禍による自粛ムードや、

経済活動の低迷が年間を通じたことから、会員数については、対前年度比

196人減 (3.3%減 )の 5, 683人 と大幅な減となりました。育成事業
は新規会員の確保を主眼に置き、各センターと連携し、周知・広報、就業体験、

技能講習等を積極的に行い、 132人の新規会員確保に繁がりましたが、最終
的には会員数の増加までには至りませんでした。

また、契約金額についても、姑前年度比 145百万円減 (5.2%減 )の
2, 606百 万円となりました。 うち、請負・委任事業は 3,9%減 の
2, 245百万円、派遣事業は12.8%減 の361百万円と、いずれにおい
ても大幅に低下し、コロナの影響を直接受けた厳しい結果となりました。

派遣事業については、昨年 10月 以降、請求書の送付や会員への賃金支払い

等経理事務の一部を連合会に集約化し、併せて労働法の趣旨を踏まえ、同一労

働同一賃金制度、年次有給休暇事務処理要領等の見直し、会員への教育訓練の

実施、衛生管理者の養成など、センターと連携しながら、労働法規の適切な運

用に努めました。

このほか、コロナによる一部活動の制約もありましたが、「シルバーの日」等

のタイミングに合わせた普及啓発事業や、事業の根幹をなす安全 。適正就業対

策事業の推進、国や県を中心とした関係機関への要望活動を実施したほか、新

たにインターネットを活用した、全シ協、九シ協のリモー ト会議やウェブ研修

へ積極的に参加し、情報の収集や相互の連携促進に努めました。

以下、実施した事業について報告します。
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表 1≪過去 5か年間の推移》 (R3.3.31現在 )

表 2《 シルバー人材センター連合会中期事業計画の進捗状況≫

令和 2年度 目標数値と実績比較  (R3.3.31現在)

項    目 H28年 度 H29年 度 H30年 度 R元年度 R2年度

会 員 数
実数 (人 )

増減率 (%)

6,068

▲3 7%

5,897

▲2.8%

5,797

▲ 1,70/0

5,879

1.40/0

5, 683

▲3 3%

就 業 率

請負等 (%)

増減 (ホ
°
イント)

82 80/0

▲0.4

819%

▲0.9

81.30/0

▲0.6

82 40/O

O.6

811%

▲1.3

派遣 (0/o)

増減 (ホ
°
イント)

72.7%

3.1

71.1%

▲1.6

63 9%

▲7.2

63.20/0

▲0.7

62.10/0

▲ 1.1

契約金額

計 (百万円)

増減率 (0/o)

2,609

080/0

2,609

0.00/o

2,640

1.20/0

27751

4.20/0

2, 606

▲5.20/0

請負等 (百万円)

増減率 (%)

2,330

▲2.30/0

2,267

▲270/0

2,250

▲0.70/0

2,337

390/0

2, 245

▲3.90/0

派遣 (百万円)

増減率 (0/o)

280

37.3%

342

221%

390

14.00/O

414

62%

361

▲12.8%

年 度 平成29年度

基準年度①

令和2年度

目標数値②

令和2年度

実  績 ③
達成率 (0/o)

③/②

会 員 数 (人 ) 5, 897 6. 589 5, 683 86.2

女性会員比率 (0/o) 32. 1 34.0 31. 5 92.6

粗入会率 (%) 1. 2 1. 3 1. 1 92.3

就 業 率<請負 B委任>  (%) 81  9 8可   9 81. 1 99.0

就 業 率<派遣> (0/o) 7 1 1 75.6 62.¬ 82.1

就業延人員<請負・委任>(千人日) 460 460 419 9 1 1

就業延人員<派遣>   (千 人日) 62 86 66 76.8

契約金額 <請負・委任>(百万円) 2, 267 2, 267 2, 245 99.0

契約金額 <派遣>   (百 万円) 342 462 361 78.1
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表 3≪平成 30年度中期事業計画 (第二次会員 100万人達成計画)に
おける会員数目標数値と拠〕煮別実績の比較≫ (R3.3.31現在)

(単位 :人 )

区分・年度
平成29年度

基準年度①

令和2年度

目標数値②

令和 2年度

実 績 ③

達成率 (0/o)

③/②

長  崎  市 936 1, 048 738 70.4

佐 世 保 市 1,016 1, 138 907 79. 7

島  原  市 293 327 296 90. 5

諌  早  市 499 558 484 86. 7

大  村  市 702 786 731 93.0

平  戸  市 254 283 250 88.3

松  浦  市 233 260 211 81. 2

壱  岐  市 251 280 193 68.9

五  島  市 179 199 212 106.5

西  海  市 322 360 338 93. 9

雲  仙  市 164 182 177 97. 3

南 島 原 市 325 363 329 90. 6

長 与 ・ 時 津 369 412 388 94. 2

波 佐 見 町 132 147 109 74. 1

対  馬  市 62 68 162 238. 2

川  棚  町 79 88 64 72. 7

新 上 五 島 町 81 90 94 104.4

計 5, 897 6, 589 5, 683 86.2
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個 別 実 施 事 業

I シルバー人材センター事業

1.安全・適正就業対策推進事業
各センターにおける会員の安全・適正就業の確保を図るため、次のとお り取

り組みました。

(1)安全・適正就業対策推進委員会の開催
各センターにおける会員の安全・適正就業の確保に関する事項を検討

し、その対策等を推進するため、次のとお り委員会を開催 しました。

委員会開催状況 (委員長 西理事、副委員長 村田理事 )

(2)安全 。適正就業対策役職員研修会の開催

令和 2年 11月 25日 、センターの役職員 。会員を姑象に研修会を実施

しました。 (於)「えきまえ」いきいきひろぼ

開催 日 主な議題等 検討 (審議)結果

R2.6.24

(「えきま

え」いきい

きひろば)

①安全・適正就業役職員研修

会の開催

②安全ハ
°
トロール及び適正就業・

指導事業の現地調査

③安全・適正就業強化月間に

おける取組

①令和 2年 11月 に開催 (長崎労働

局、連合会等による講義 ほか)

②安全′ヽ
°
トロール、適正就業・指導事

業の現地調査計画を決定

③各センターの強化月間(7月 )等

における取組状況の集約

研 修 内 容 講  師  等

・適正就業ガイ ドライン ほか

。令和 2年度適正就業担当者会議 (全

シ協主催)の報告

・DVD「仕事の原点」 (愛知県連合作

成)の視聴

・傷害事故事例等報告 。意見交換

。長崎労働局 職業対策課高齢者対策担

当官、需給調整事業室担当官 ほか
。連合会事務局次長 ほか
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(3)安全就業・現地パ トロール及び適正就業・指導事業の現地調査
下記のとお り、安全 。適正就業の現場点検等を行い、安全・適正就業の

指導に努めました。

(安全就業 。現地パ トロール ) (適正就業 。指導事業の現地調査)

活 動 拠 点 名 巡 回 視 察 日

1 新上五島町 SC R2.9.15

2 松浦市 SC R2.9。 25

3 五島市 SC R2.9,28

4 長与 。時津 SC R2,9,29

5 島原市 SC R2.9,30

6 南島原市SC R2.10。 1

7 壱岐市 SC R2.10,7

8 雲仙市 SC R2.10.7

計 8カ所

活 動 拠 点 名 点 検 確 認 日

1 諫早市 SC R2.11.30

2 西海市 SC R2,12.23

3 新上五島町 SC
R3.1.14ハΨ25

(書面指導)

4 長崎市 SC
R3.2.8-17

(書面指導)

計 4カ所

2.普及啓発・就業開拓事業

会員数・就業機会の拡大を図るため、広報活動を行 うとともにシルバー事業

の意義・理念・運営等を広く県民や事業団体等に正 しく理解 していただくため、

次のとおり取 り組みました。

(1)普及啓発事業

連合会ホームページや県の広報媒体、マスコミヘの情報提供等を通じて情

報発信に努めました。

特に、10月 の「普及啓発月間」におけるボランティア活動を中心とした新聞で

の報道など、タイミングを重視した情報提供に努め、報道されました。

また、コロナウイルス感染症の関係で清掃などが自粛傾向となりましたが、感

染症対策として布マスクを製作し、各方面へ寄贈したセンターが大いに感謝さ

れるなどの成果がみられました。

(2)業務推進事務局長会議の開催

県内センターの事務局長が一堂に会し、会員増加や就業開拓等の諸課題

について、情報交換、検討・協議を行い、シルバー事業の推進強化に努めまし

た。
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開 催 日 会 議 概 要

令和 2年 6月 17日

・令和 2年度第 1回都道府県連合事務局長会議報告

[票⊆喜羹
｀

く昂P状
況、受注実績、行政指導事例、

]

令和 2年 10月 6日

・令和 2年度第 2回都道府県連合事務局長会議報告

令和 3年 1月 22日

※コロナ拡大のため中止。

資料送付し、書面での

質疑応答対応。

・令和 2年度第 3回都道府県連合事務局長会議報告

3.交流研修事業

情報収集・交換、役職員のスキルアップのため以下のとおり会議等を開催。また、

全シ協等が主催する会議・研修会に参加しました。

事 業 項 目

実施時期 実施地域 内  容
1連合会主催の研修会等

業務推進事務局長会議

(再掲)

6月

長崎市

・事業予算・計画の協議

・適切な事業運営に係る諸問題の

検討・協議 イまか

10月

1月 (中止)

安全・適正就業役職員研修会 11月 長崎市

・適正就業ガイドライン 等

(講師 :長崎労働局)

・適正就業担当者会議の報告

・傷害事故事例等報告・意見交

換 イよか

個人情報保護関係研修会 12月 長崎市
・個人情報取扱いの注意点

(講師 :武藤弁護士)
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事 業 項 目

実施時期 実施地域 内  容
2全シ協主催の研修会等

定時総会 6月 東京都 ・全シ協定時総会 (書面決議 )

会長会議 11月 オンライン ・連合会会長会議

事務局長会議

5月 (中止)

オンライン

。事業予算・計画の説明、協議

(厚労省 )

・適切な事業運営の推進(全シ協)
。諸問題の検討。協議 イよか

9月

1月

新任理事長(会長)研修
10月

(ネット配信)
東京都

。新任理事長(会長)研修 (センター

事業の課題、役割、事例発表 )

会員拡大・就業開拓担当者

会議
10月 オンライン

・コロナ禍における取組、事例発

表

適正就業担当者会議 11月 オンライン
。適正就業の徹底、質問事例、事

例発表

全国女性代表者会議 11月 オンライン
。女性会員に期待すること、意見・

情報交換

職業紹介責任者講習 11月 福岡県
・制度の概要、留意点、事業運

営、関係法令 イよか

派遣元責任者講習 12月 福岡県 ・関係法令、留意点 イよか

福祉。家事援助サービス担

当者会議

12月

(動画配信 )
東京都 ・福祉・家事援助サービスの拡充

安全就業指導員会議 1月 動画配信 。安全就業の取組、事例発表

事 業 項 目

実施時期 実施地域 内  容
3九シ協主催の研修会等

第1回理事会 6月 中止 ・定期総会議案等 (書面議決 )

定期総会 7月 中止 ・定期総会 (書面議決 )

職員研修会 11月 沖縄県 (中止 )

事務局長会議 11月 オンライン ・各連合情報交換会

会長会議 11月 オンライン ・各連合情報交換会

7



4.調査研究事業

シルバー事業を取り巻 く環境変化を的確に捉え、下記について調査研究を行

い各センターに情報発信することで、円滑な事業推進等が図られるように努め

ました。

(1)派遣事業における連合本部と実施事業所との業務分担の在 り方、分担に応

じた派遣手数料の配分方法の整理等にあたり、九州各県における派遣事業の

実施状況等を書面調査 し、課題を分析 しました。

(2)高齢者活躍人材確保育成事業を活用し、令和 2年 7月 、本県に本社を置く

事業所で、業種別及び地域別の 1,000事業所を対象 (回答 470社)に、シル

バー人材センターの認知度や活用実態、今後の活用方針等のアンケート調査

と分析を行い、その結果を各センターヘ提供するとともに、企業説明会の対

象抽出にも活用しました。

5。 センター設置等促進事業

県下全域におけるシルバー事業の展開を図るため、センター未設置町 (小値

賀町)や連合会未加入団体 (東彼杵町、佐々町)に対 し事業概要の配布等によ

リシルバー事業の周知・広報を行い、センター設置への意識づけに努めました。

また、シルバー事業の全島組織化 。法人化を目指 している姑馬市や、法人化

に至っていない川棚町や新上工島町のセンターに対 しては、引き続き業務推進

事務局長会議の資料を送付 し、情報の共有に努めました。

6.指導事業

4セ ンター (長崎市、諌早市、西海市、新上工島町)に対し、会員拡大、就

業開拓、意識啓発、安全就業、適正就業の確保等の取組への現地調査を実施し、

シルバー事業の適切な運営、業務拡大等の指導・助言を行いました。
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7.福祉・家事援助サービス事業
「介護予防・日常生活支援総合事業」の拡大・支援を見据え、下記のとおり

全シ協研修会へ出席しました。

8.有料職業紹介事業

臨時的かつ短期的または軽易な業務への就業を希望する高齢者に、有料職業

紹介事業を行いました。

(1)実施事業所

佐世保市、島原市、諌早市、大村市、平戸市、松浦市、五島市、西海市、

雲仙市、南島原市、波佐見町及び連合会 計 12箇所

(2)実施状況

研  修  会 開 催 日 開 催 方法

福祉・家事援助サービス担当者会議 (再掲)

(全シ協主催 )
R2.12.14

動画配信に

よる

実施事業所

数

求  人 求 職 就 職

有効

求人

数

求人数 有効

求職

者数

新規

求職

申込

件数

常用

就職

件数

臨時

就職

延数

日就

職延

教

常用

求 人

数

臨 時

求 人

延数

日 雇

求 人

延数

12箇所 0人 0人 0人 日 0人 日 0人 0件 0件 0人 日 0人 日
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Ⅱ シルバー派遣事業

高齢法改正による業務拡大等派遣事業の環境変化を見据え、情報提供 とその

対応方策に努めるとともに、労働者派遣事業の適切な推進に取 り組みました。

(2へ
°―デ (過去 5年間の推移〉参照)

(1)シルバー派遣実施事業所

届 出 受 理 日 実 施 事 業 所 名 称

H21.2.25 ①長崎市事務所

③諌早市事務所

⑤西海市事務所

②佐世保市事務所

④大村市事務所

⑥長与・時津事務所

H21,8.17 ⑦南島原市事務所 ③波佐見町事務所

H22.4.1 ⑨島原市事務所

H22,11.8 ⑩平戸市事務所

H23.8.31 ①壱岐市事務所

H24.10。 17 ⑫雲仙市事務所

H25。 12.12 ⑬松浦市事務所

H26.1.30 ①五島市事務所

H26.12,17 ⑮連合会

(2)シルバー派遣事業運営委員会の開催

派遣事業運営に係る次の課題の検討・協議のため、下記のとお り運営委員

会を開催 しました。

①会計事務等の連合本部集中化 (令和 2年 10月 1日 実施)

②衛生委員会設置に向けた衛生管理者の養成等諸準備について

③会員に対する教育訓練の実施、年次有給休暇等の整備について
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運営委員会開催状況 (全 5回 )

開催年月日・場所 議  題  等

令和 2年 6月 17日

・シァレバー派遣事業の現状と令和 2年度の課題について
。教育訓練実施要領 (案)について
・衛生管理体制の整備について

令和 2年 8月 20日

・年次有給休暇付与に関する協議

(研修会 :講師 西海市SC)
・労働法規を巡る現状について協議

(講演 :友野 社会保険労務士)

。会計事務等の連合本部集約化について

。年次有給体暇事務取扱要領 (案)について
。衛生管理者養成試験、教育訓練について

令和 2年 10月 6日

・派遣事業の現状と令和 2年度の課題

・教育訓練実施計画 (例)について
。衛生委員会の運営方針 (案 )、 衛生管理者配置要領 (案 )、

産業医配置要領 (案)について

・未収金等債権管理規程 (案)等について

令和 2年 11月 12日

。衛生委員会運営方針 (案 )、 衛生管理者配置要領 (案 )、

産業医配置要領 (案)について

・未収金債権管理要領 (案)について
。運営資金状況について

。[報告]令和 2年度長崎労働局の経理事務及び業務 (派遣。

請負・紹介)指導実施結果について ほか

令和 2年 12月 9日

・未収金債権管理要領 (案)について
。未収金欠損額の負担方法について

。令和 2年度の決算見込及び拠点委託費見込について

・就労会員給与明細について ほか

11
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派遣担当者会議開催状況 (1回 )

(3)派遣業務拡大の取 り組み

令和 2年度の業務拡大については、2事業所 3業種の実績となりました。
コロナ禍の影響で派遣事業全体が伸び悩んだ中での結果となりました。

開催年月日・場所 議  題  等

令不日2年 9月 24日

・講演 「労働法規を巡る現状について」

(講師 :森 特定社会保険労務士)

。派遣事業の見直しに係るシステムの運用等について

コラボ 80システムの入力方法について

(NRI古チ|1上級 SE)

請求書関連のマニュアルの説明 (県連合会)

移行に伴 う業務について (県連合会 )

事業所 業種

(職種 )

1週間の

就業時間

就業延人員

(人 日)

賃金総額

(千円)

島原市 医療業

(その他の運搬・清掃・包装等の職業)

20時間以上

30時間未満

365 3,477

島原市 食料品製造業

(製品製造・加工処理の職業)

20時間以上

30時間未満

169 732

大村市 各種商品小売業

(飲食物調理の職業)

20時間以上

30時間未満

262 1 035

12



Ⅲ 高齢者活躍人材確保育成事業

令和2年度の高齢者活躍人材確保育成事業 (厚生労働省長崎労働局委託)につき

ましては、高齢者や企業に姑して、シルバー人材センターを積極的に周知。広報す

るとともに、実際の就業体験を通じて高齢者、企業双方のシルバーに対する理解を深

めること、高齢者がシルバーに興味を持ち自信を持って就業できるよう必要な技能講

習を行うことにより、シルバーの新規会員、新たにシルバーを活用する企業を増加させ

ることを目的として実施しました。

・委託期間 令和2年4月 1日 ～令和3年3月 31日

・支 出 額 39,485,956円 (契約額41,000,000円 )

。事業実績

※ 事業目標は、高齢者活躍人材確保育成事業仕様書により設定された目標値である。

区  分 新規会員数① 就業者数② 就業率②/①

周知 。広報 85人 61人 71.8%

セミナー 18人 5人 27.8%

就業体験 8人 2人 25.0%

技能講習 21人 16人 76。 2%

計 132人 84人 63.6%

事業 目標 ※ 60人

13



1.周知・広報

広報媒体等 内  容 実 績 備   考

アンケー ト
企業ニーズ把握のための

アンケー ト調査
470社

調査数 1,000社、回答数 470社、

回答率 47.0%

リーフレット
シルバー人材センター P

R、 シルバー会員募集
1,500部

連合会、A3判二つ折 り。両面 4

色刷 り

新聞折込チラシ シルバー会員募集 476,230枚
14地区、32回、5紙、A4判・

片面 2色刷 り

タウン情報誌 シルバー会員募集 14回 2地区、2誌、広告掲載

自治体広報誌 シルバー会員募集 1回 1自 治体、広告掲載

新聞広告記事
シルバー人材センター P

R
1回 1紙、全 5段・カラー刷り

ケーブルテレビ シルバー会員募集 759本
11局、 15秒 CM、 7/10～ 8/2
(高校野球放送時)

ケーブルケレビ シルバー会員募集 3,149本
6局、 15秒 CM、 9/1～ 1/20
(通常放送時)

ケーブルTVガ イ
ド誌

シルバー会員募集 3回
1誌、8月 号～10月 号、A4判 1/2
ページ 。片面 4色刷 り

路面電車広告 シルバー会員募集 1台 全面カラー、8/13～ 11/12

デジタルサイネー

ジ広告
シルバー会員募集 2か所 5月 ～3月 末

新聞折込チラシ セミナー参加者募集 192,030枚
7地区 10回、5紙、A4判・片面
2色刷 り

タウン情報誌 セミナー参加者募集 1回 1地区、1誌、広告掲載

新聞折込チラシ
シルバー人材センターヘ

の仕事依頼
423,440枚

15地区、16回、5紙、A4判・

片面 2色刷 り

新聞折込チラシ 技能講習受講者募集 401,420枚
10講習、8地区、5紙、A4判 。

片面 2色刷 り

タウン情報誌 技能講習受講者募集 6回 6講習、2地区、2誌、広告掲載

拠点 SC配布用チ
ラシ

セミナー、就業体験、技

能講習参加者募集
1,205枚

■ 拠点 SC、 22種類、A4判 。片

面 4色昂Jり
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2.説明会 (高齢者向け。女性向け)

3.説明会 (高齢者向け)

4.説明会 (企業向け)

5,就業体験 (高齢者向け)

名  称 開催地 開催日 開催時間 参加者 備  考

スマホ教室 佐世保市 12/8 13:30-15:45 8人 入会説明会含む

スマホ教室 島原市 12/7 13:30ハV15:30 11人 入会説明会含む

スマホ教室 (1) 平戸市 11/5 13:30-15:30 6人 入会説明会含む

スマホ教室 (2) 平戸市 12/2 18:30ハΨ15:30 10人 入会説明会含む

スマホ教室 西海市 11/13 13:30ハΨ15:30 6人 入会説明会含む

お片づけセミナー 雲仙市 9/17 13:30ハΨ15:30 11人 入会説明会含む

終活セミナー 南島原市 8/19 13:30-15:30 16人 入会説明会含む

メイクアップセミナー 長崎市 10/22 13:30ハΨ15:30 20人 女性限定、入会説明会
含む

メイクアップセミナー 松浦市 11/26 13:30-15:30 14人 女性限定、入会説明会
含む

メイクアンプセミナー 雲仙市 12/3 13:30-15:30 10人 女性限定、入会説明会
含む

メイクアップセミナー 南島原市 12/16 13:30ハΨ15:30 9人 女性限定、入会説明会
含む

シルバー人材センター

入会説明会 長崎市 12/2 10:00～ 11:00 106人 長崎ハローワーク指導官
の講話含む

名  称 開催地 開催 日 開催時間 参加者 備  考

退職予定者 (人事担当
者を含む)説明会 長崎市

長崎県及び長崎市職員の退職者
説明会が新型コロナで中止

名  称 開催地 開催 日 開催時間
参加
企業

備  考

シルバー人材センター

説明会 長崎市 3/3 10:00～ 11:00 0社 案
内企業 29社、参加企業がなか
ったため中止

名  称 開催地 開催日 開催時間 参加者 備  考

公園管理就業体験 長崎市 11/30 10:00～ lli00 6人 受入先 (長崎市 SC)

公園管理就業体験 佐世保市 11/9 10:00～ 11100 7人 受入先 (佐世保市 SC)
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6.就業体験 (企業向け)

7.技能講習 (単位 :日 間、時間、人 )

名  称 開催地 開催日 開催時間 参加者 備  考

OO就業体験 長崎市 態勢が整わなかつたため中止

講習名 開催地 講習期間
講習

日数

講習

時間
受講者 備  考

介護スタンフ

養成講習
長崎市 10/1 3 火 10/15 木 3 12 12人

介護スタンフ

養成講習
佐世保市 3/2 火 3/9 火 4 16 6人

3/2,3/3,3/9  接遇
マナー3/4

調理スタッフ

養成講習
長崎市 9/9 水 9/15 火 3 12 10人 9/9,9/11,9/15

調理スタッフ

養成講習
五島市 10/20 火 10/23 金 2 8 10人 10/20,10/23

清掃スタンフ

養成講習
西海市 12/16 水 12/18 金 2 8 7人

12/16,12/18新型コ

ロナにより 1日 短縮

パソコン講習 佐世保市 8/25 火 8/27 木 3 9 12人

パソコン講習
(春期 )

大村市 6/22 月 7/3 金 10 20 24人 土、日除く

パソコン講習
(冬期 )

大村市 3/1 月 3/12 金 10 20 13人 上、日除く

接遇講習 島原市 7/1 水 7/2 木 2 8 7人

接遇講習 松浦市 12/ 1 0 木 12/11 金 2 8 11人

剪定講習 長崎市 1 1/ 10 火 1 1/ 12 本 3 15 10人

剪定講習 雲仙町 11/4 水 1 1/6 金 3 15 8人

剪定講習 長与町 11/24 火 1 1/26 木 3 15 8人
11/24刈払機取扱
2.5h

剪定講習 波佐見町 10/27 火 10/29 木 3 15 10人

剪定講習
(春期)

佐世保市 6/9 火 6/1 1 木 3 12.5 10人 降雨
により2.5h

短縮

剪定講習
(秋期)

佐世保市 1 1/2011/18 水 金 3 15 10人
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Ⅳ 総会開催及び要望活動
連合会の事業目的の達成 と適正な運営を図るため、総会及び理事会を開催す

るとともに、要望活動を実施 しました。

(総会等の開催状況 )

(要望活動の概要 )

総会・理事会等の

開催
実施時期 実施地域 内 容

定 時 総 会 6月 長 崎 市
連合会会員による総会開催

・令和元年度決算審議 ほか

理 事 会 連合会理事 (14名 )、 監事 (2名 )に よる開催

第 1回理事会

第 2回理事会

第 3回理事会

第 4回理事会

第 5回理事会

6月

6月

9月

12月

3月

長 崎 市

長 崎 〒肘

(書面)

長 崎 市

長 崎 市

・令和元年度事業報告 。決算審議 ほか
。会長、副会長、専務理事の選定

。連合会予算における借入限度額の増額 ほか

。派遣事業衛生委員会規程の制定 ほか
。令和 3年度事業計画・予算審議 ほか

決 算 監 査 5月 長 崎 市
監事 (2名 )に よる平成元年度収支計算書等の

監査

支 援 要 望 内 容 要 望 先 要 望 者

令和 2年 8月 4日

・補助金の確保、公共か

らの事業発注の確保、

インボイス制度におけ

る安定的な事業運営の

措置

1.長崎県知事
2.長崎県議会議長
3.長崎労働局長
4.自 由民主党長崎県連会長
イよか

吉木 会長

西  副会長
松尾 専務理事

令和 2年 8月 4日

・連合会事務所移転先の

確保

長崎県知事

吉木 会長

西  副会長
松尾 専務理事
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賞借対照表
令和 3年 3月 31厨 現在

科 目 当年度 前年度 嬉競

0

1,000

45,278,972

30,786,699

680.380

0

1,000

69,353,177

33,727,714

645.440

0

0

△  24,074,205

△  2,941,015

34・ 940

76.747.051 103.727.331 △  26.980.280

0 0 0

2.200.000 2.200.000 0

2t200.000 2.200.000 O

261,626
306,915

110.000

30と ,876
306,915
110.000

2△ 40, ０

０

０

５

678.541 718.791 △ 40.250
2.878.541 2.918.791 △  40.250
79.625.592 106.646。 122 △  27.020.530

62,384,099
０

４

０

０

０

79 7 2 1

93,465,510
0

734,944
0

0

0

△  31,081,411
０

０

０

０

０

７２62

63.181.313 94.200.454 △  31.019.141

O 0 0

63.181.313 94.200.454 △  31.019.141

0

0)
0)

16,444,279

0)
2.200.000)

(

(

(

(

0)
2.200.000)

(

(

)

)

(

(

45 668

０

０

０

12,4

０

０

　
０

　
１

０

０

(

(

)

)

(

(

)

)

3, 998, 61

16.444.279 12.445,668 3.998.611
106.646.122 △ 27.020.530

I資産の部
1.流動資産

現金

当座預金No308040

普通預金

未収金

前払金

流嶺JブJ資産合計
2.固定資産

(1)基本財産

基本財産合計

(2)特定資産

連合会事務所移転費用積立資産

特定資産合計

(3)その他固定資産

什器備品

電話加人権

保証金

その他固定資産合計

固定資産合計
資産合計

Ⅱ負償の部
1.流動負債

未払金

前受金

預り金

仮受金

短期借入金

預り補助金等

流動負債合計
2`固定負債

匿l定負債合計

負債合計
Ⅲ正味財産の部
1.指定正味財産

(う ち基本財産への充当額)

(う ち特定資産への充当額)

2.一般正味財産

(う ち基本財産への充当額)

(う ち特定資産への充当額)

正味財産合計
負債及び正味財産合計



賞借対照表内訳表
令和3年 3月 31口 現在

ル ノミー ン

公盗目的事業会肘 法人会計 角社稲憩奪1鶏繊

0

1,000

41,385,854

30,786,699

619,880
179,017,309

0
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0

0

3,893,118

0

60,500

0
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0
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0
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正味財産増滅計算書
令和 2年 4月 1日 から令和 3年 3月 31日 まで

シルバー入赫センタ

当年度 育打
=
F度 ,

正一 般 正 映 財 麗

''彗

滅 び)部
1,騒驚増滅の 1
(1)羅博 ll又 !

′ヂ】手動着√藍k 攀 斃駁機 360.573.326 414.270,102 776
鉾鶴憲 礎溢事繋賤益 360,573.326 02
感齢着播 g 入オ露:穂繰爾成事染覺穏 il貿雄 39。 485,956 2,475.603

39,4851956 37.010,353 47 ,.603
2,569,700 000

驚姥翼会 脅 2.569.700 2.579,700 △ 10.000
受取稲勘イ1等 16,271,926 16 090 181.926
彗及園編覇君爾助命 8.045.000 8.045.000 0
受勲 ( 移隆11露」金 81045,000 8.045.000 0
壁 取 園 騒助毎覚金等 181,926 0 181.926
費爾驚支緩ど″ 435.000 444.000 △ 9.000

シ 435.000 444、 000
警解警産 チ穏電機 15 12 3

特定警 , 豊壁取剰 息 15 12 3

79,855 487 79.368
彎 H文瓢11 461 487 △ 24
難 収 79.392 0 79.392

0 0 0
経営 l板益番 419.415177R 470.394.654 △ 50.978.876
(2)継鴛轡

' 413,647,344 466.180.514 6
r鑑ォム会 賞 金 282.995.050 1 656
~支
子ム舎 ≧交通警 0 7.133.400 △ 7.133.400
支 払 会 途 撃 輻 男ill警 1,386,399 1.229.407 156.992
役 員韓選軒 51.000 96.000
総 料 手 23,087,12, 11.248.562 11.83g
臨時騒
´
軍雪波 3,069.784 .478.175 1.591.609

壌 解 襦 |

iliヨ離 3.716_308 3.631.131 85.177
遺織織′草警躍 275.392! 0

絶 み奪ユ靡 F 警 93.670 61.526 32.144
32.745会 議 31,147

稚 憂等 |寵警交通費 58、 620 123.888 △ 65,268
躍 轡 密

―
響 744.410 .681.910 Z 【 937.500

遠信越
1 

藍 1。 166.608 875t650 590.958
蔵 輸 鱈 |醸警 28,750 0

49.423 69.289什騒総 ! t警

消耗 轟 941.58G 768,710 172.876
37.290 0 3 290修澪彗;

399.196印用u豊盤うミ4霞浄 504,548 105。 352
推黎 太 : 準!警 468.412 483,098 △  14、 686

5.214.572質簿浮
82、 670供 錢 瀑 609,755 527,035

680.405 10.954,399 △  10.273.994
29.319.000 29.989.200  ゝ670.200租税公

支 李ム奄登 絶 0 69,000
20.864_114 323 316.791

I悟電

'J拠

〕く騒誕警 38,016,399 52,452,351
106。 702 98.951 7,751

0 5.9405〕 940
△  10.949:男S手 125,439 136.388文李r、手

金 繰 入綴 0 0 0埠馨翻団辞ザi望
0 0 0曾攀:機 !

0 00



正味財産増減計算暮
令和 2年 4月 1日 から令和 3年 3月 31日 まで

シルバー人材センタ

当年度 前年度 増減
1.741.115 28.208

△ 55.000
431.223 371_91R 59,305
50 '60 0 50.760
73.397 92.122 △ 18.725
6.と C 6.218
0 0 0

48.581 15,3る 3 33.228
201.| 80 270.4( A 68`722
20,900 53.680 △ 32.730
33.457 18,542 14_915
11.500 11.500 0
0 0 0

37.298 29。 209 8.089
0 0 0
0 0 0

5.869 △  660
209.860 214.937 △ 5,077

0 60.500
O 0 0

3.000 △  1.200
115,000 0

215。 450 184.775 30.675
9.140 7.698 1.542
0 0 0

63.260 △ 54,910
1霜賞郷 :講Ⅲ 415,417,167 467こ 921.629 △  52.504.462

3.998.611 2.473,025 1.525.586
0 0 0

0 C (

資幕 flttl維捺評価機籠 等 0 0 0

0 0 0
選 切避編p胃顔級 3.998.611 2.473,025 1.525,586
2.羅′著外士雷騒の音騒
(1 1墨と儲
―
タト収転縫

0 0 1

0 0 0
稚驚タト

'lゝ

と撃程静 0 0 0
(2 唾 精界勢チli

誓難儀雙 0 0 0
0 0
0 0 0

0 0 0
挙 デ豊魏 森 修 正 機 0 0 0

| 0 0
常 外轡用静 0 0 O

当 研経常ダ子鱈滅額 0 0 0
一 般 こ 喚 財 藤 踏 麓 籍 2.473.025 1.525.586
と難戦摂駆 霧畜織高

:

9.972.643 2.473.025
五 環 露 歴 抑I策残 酪 i

12.445卓 668 3.998.611
r正瞬 財 麗 鸞 滅 の 部

(1)1文 ―

ll受
| 1静 0 0 0
嘔

・豊をデ計 0 0 0

当 臓指定正瞭貫本麗麹滅額 0 0 0

ヤ零ユ, rT映財 藤 I団育機 種 0 Ю 0

参連争う 0 0 0

澱I 重 来財踵捌来残 轟 16.444.279 12.445.668 3,998.611



正珠財産増滅計算書内訳表
令和 2年 4月 1日 から金和 3年 3月 31日 まで

脅静

iaぶ $!こ 7豊 !

皇こiO 7ヽA R
39.4t〕b.95
89.485.95
2^:iS9t 7(

2.58霞 .
重も、盟T&ィ

恩_0唸患!

8!〔〕穂長_
とaE Xさ 2FS

: 486_0〔 }tう

I な二贔̂1
1 至G

, T馬

7(J_鵞らヽ
4FiR

79_R02

竜二〇_41こ^7r農

282.995,
1.386_::9
51_00(

23.Oと7.電 2と
8_てう筆iO_?患埓
セ1、 7侵 S.
275_
93.671
31.147
る患_

〔 Tこ環.イ騒よ0
f 豊̀雲 66^

1 2患ィ?
1 49.

: 941_
ξ 亀Jヽ

; む04.(籍

こ &214_再▼!
ミ ti繊_?
1 餓イItムOA

宏も 魚ヽてi燃 _電 Et
38_81こ .
10も 7́セ

12患=継

法大会幹

50ヽ Ol,4

議齢督着既人補義擦費 ,虚暮象 書筆

`

a愚(I 岳7R_!

懇【ユ_鶴 ト

■6と 霞71、
思.0となSヽ 0{}r

思_0撃 3ヽ

IAl^

鷺―とこヽ

な患こど

29_Rモ

難夕_意

2〔,ヽ ■9,

こ をと18_647“ 8遼 I患

よ 盟騒監  〔ユ【,患 .8岳患

1ヽ 縄 感!患鶴

i こ1.80F,
と 2と、9&T_lVゴ a
ζ こ螢

=患
`Ⅲ

9_g職送
j 3。 71S.轟
I を7愚 _掛
子 9愚 _ti7(

: 81.E47
;

「
さ懲.82(

, 7襲.電 1
: 装_ I走灘尋_

t 盪露_f
4eヽ

奪なこ_

aF!

ほ〔濾 電1
B_盟 1な 岳T2
tiOt, 手氏亀

患懲.OttS^会 ,彗

五06.T8驚

42`.な■4と

ao:な角A_
1 a輩 な歯氏

1(,.:iT患上ぞ0′

ツタ,n
全ふ全 氏

`

835.
87_

鼠F.

2建 ig≧

と,I患患.こ 0
1_こと7、 る7ミ

4gt 3391

と丘}〔ユ.食 7ゝ3.|

1 R_045ヽ 01

子 モ出1_

1 患Tttj tSE.

I 2821995.05(
1 二.888_8〔 ,1

ξ 二連_

と !豊、i径 送_球翼?

t 金(と,_1紫
1 1_S亀患_送 41
1 王3雰 .

事 6鷺 .贔こ
1 とこと_
手 こS.

`

524_
思ёほ_

ξ 2自 _?

4`魯 _なユ
'ミ

毬〔うむ.a惜

i 448_798
26B_二B4
亀 岳豊露_髯 二蔵
ほ震な 【B4れ
,, 4金a

5.940

a鉗i 承r魯 _

1愚と,

1曇 1.|

29.79

2てう̂雹

2_77と、T必

甕t)。 71

尋88.94電

■39.

,はヨ_

1.うと,0 581
5廷14.944

至

27_風離1_,

Otく、竜鷲1
患をg_む 16^

軽建_1

435.

16_97と _ヽ7二A

五1 6tJ壷

1_SOR_4

モR、

a_atti
ふ金、
1こと_

,R TSn

237_798
モ91_二6R
, 017 7ヽ,

G

ミ.珪Z6.21廷 i

帯 目

簿機 鞍 餓 重・導 懇 穀 摩

__ _曽 掛 斎添避蓼 喪蛾盤
苺苺臨 鰯え驚義畿育餓事実軽民賊む

霞壁 髭瑾評酵

費 簸翻 壺籍

!驚斃強饉 鞠 毯 |

受 簸 く斃藝 電王酵と金

整難 霞 譲翻 盛 岱

餞 駁 貢後 盆

後 敢 豊 シ毬
‐
更ё 経

霧 廷 霞麗 滅 鸞 襲

雑 蓬髯議 盤燕蕊 嵐

継鞭 籠

整 颯癌 懇

軽 慰 蓄

催瑠 苫Ⅲ線Ⅲら参墨 ゴ、懇 腔承

艤 髯 転機 承す

徴負韓麒

絡辞手導

議驚 鷹 鯰益

漉窟饉鶏密

1漆騒繊鷲費 隠

機襲 暉空費

馨雛癸 葵轟費

鰺 騨 ■ ― ― ―拌
五 _二

昔鶉織 機整

▼爵轟 議衰

!

貿撥拇

機 会機

爵 露募露
“
薫導麗彗

責執 手 獣癬雑

盤 職 氏‐

_   :乗 要



重蝶麟態端減計算暮曲試義
令騨 2年 雲潟 五日から令泰:3年 3月 31奮 まで

含 掛

こと1_|
患てl.7

1 工患

でヽ書

: atti 457

こと、愚3(

!急 7

`

,

送

1選さこォ

鶏_4島a

4とサg裁 _6ヽ モ

li.患g患■8注 1

I

12 44亀  fiぶR
16_な44_豊 ?

1島 と難承 9

法大会計

1.769_
229、 001

i 481_避 |

5〔,.7

`

48_贔恩
201ヽ

I ,'0_

I R4 注岳

5Ⅲ

209.
8鷲〕.

1 l.8(

i 五Iと二.01

ミ 9_141

II ほ:50141

.850.41愚

B50_416
憲.511、 2〔13

10.3SE_6晨5

寓離争警斎藤人,オ驚保要 1蔵率歳 雛

鷺:■ _S■7 藤増
8_1 4tt_1

3_14受ヨ.1

R_14R 19二

6_08を i04

i a74^1て 1ヽ

[ 3.148_195

3.14怒 .と,b

3.599.91

! 3.S99.911

1 8.599ヽ 911

A 4島 1_7を

△  4t゛ 1.71

科 目

縫 観敏鋲

患近は挙 畢 選

懇難 蓬 甕 逢

載,髯軽 浴1髯

灘 騒 総 fヽす霞 鷺

糧尉 隠 生 緩

議費交通 驚

題饉越艶 妻

鷺 鶴 霞滅l警

枠 筆 韓 轟 鞍

摘縄羅 脅

感澤 鞍

髯】扇 醸憲 筆

麗親:釜

騒 職 盆 畿

銚誘継 濤

設導す織

鱗

題解 饉 1機蘊 撃

霧 定 露置 選と愚 競 懇 韓

篠 景 群鶴 題猛攀 解饉理 慈韓

費 駅機 驀 睡 露 確

資 家 望身亀響懸 霞 毯

(をと纂鷲嫌攀羅

醤等震む亀盤籐麓観

議 髯偽 奪 H『■
線ア軍と騒露然 覇選ユ

撤 繊 謹 最警 r驚

盤輝 れ魁 髄 盤掛 鷲輔 機 種
墓 殻 蓮 簑 財毯 透怒 擢 懇

(2〕 筆鰯
驚 海 患r

歯 馘姦穏 露 題畿 岳す旨麓tS遼機 |

輔 電 磁 礁露 議 理 密幾 墓

颯 れ 殊 節 厳溺釆 議 轟



財務諸表 に対す る注記

1.重要な会計方針ド

(1)籐l窟資蔵の減価値弦「の方法

滅観捜却費産ほついて、定額族により麓攘戯鶴償去Jを実施してとヽる。

(2)ジ ース取引の燿理方法

リース物件の所有驚が捨革に移転すると認められるもの以外 (7)フ ァイナン

ス・ジーノ、取81ほE)いては、通常♂D鑽雙捨取引に係る方法ほ蜂 じた会計処理

によっている。

(3)鴻費税等の会森Ⅲ鯉理

機費税等の会計燿理は税込み方式をとよつている。

2,特建資滋グ)端減額及びそげ)残寓
特定資産の端戯額旋びその残高は次のをおりである。

(単r立 :隅 )

3,特定資産の財源等の内訳
特定餐雄の財源等の内試‡ま次σ,た おりである。

(単位 :閣 )

4,園定資蒸σ)敢得価格、減価復劇撃 計額及び義簿宋残高

固定費滋の取得価格、鮫鶴償卸累講
´
籟及び当期末残薦感次のと漆 りで渉,機っ

(単位 :澤1)

癖1 路 前期末残盛 基靭幾霧J日額 義鐵減少額 当翅宋残高

連合会事務所移

簸費用機立資滋
2,200,000 0 0 2,200,000

科  需 当期末残高
(う ち銘定重殊対

産か傷こ′〉充理額 )

(う ち ″触王味,こl

滋からの充些額

'

(う 仏1盈横に女、|ガ I

する籍 )

連合会事務所移

鞣費用壌立資踵
2,200,000 (2,200,000)

科 鶏 取得鶴機 滅鶴錢裁̀l嗜緊苦士籟 当鐵宋残高

什器捕出 1,102,500 840,874 261,626



5.補競金等のガヽl訳鋭ぴに交付着、当期♂,購滅及び嬢鶏
補鶏金等の内訳髄ぴほ交付警、当期の囀減額及び機蕊感次″つとおりである。

(単位 :円 )

6.他会計振替額について 該当なし

橋鶏金等の名称 交付者
離躙来

残 蔦
当期鶏プJll額 義魏減少籟

当う91療

残 轟

貸措対照

表上の記

餓隠分

蒔́助金

1)運営費糖幼す。霧_

嫁)運営費穂晩金

3)緊急雇用安定

勢ノも威後

4)支援金

盆シ腕支援金

九シ擁文緩金

鰯

躍

隠

盗シ協

チとシ協

0

0

O

O

O

8,045,000

8,045,000

181,926

435 000

00050

8,045,000

8,045,000

181,926

435,C00

る0,000

◇

0

0

0

0

舎 辞 0 16,756,926 16,756,926 O



附属 口月細書

1,轡定資産の明籟

之.季 1当命の明綿

(単位 :翔 )

(単位 :μ甘〕

区 分 資産の穂額 鐵苗帳総rE群学療 当期幾加籟! 義鐵減少観 ガ掘求帳簿イ議簸

囲窪資産 待定資廃 2,200,000 0 0 2,200,000

科  露 翻機
・
残高 当期1簿加類

璃舞層滅少籟
鶏来残高

鶏的イ蓬
~用

その徹

一
~

IB



財 産 目 録
令和3年 3月 31日現在

人 一ヽ

貧借対熙表科目 場所・物量等 使用目的等 金 額

(流聯,資麓〉
預金

未収金

前払金

当座預金
十八親和銀行 長崎市役所支店
普通預金
十八親和銀行 北支店
十八親とR銀行 長崎市役所支店
十八親和銀行 】ヒ支店
十八親和銀行 言し支店

派遣事業収益

派遣事業
僻金福サービス

腺全福サービス

運転資金として

派遣事業運転資金として

源泉所得税等預金として

就業機会確保事業`法大会計運転資金として
高齢者活騒人材確保育成事業運転資金として

[現金預金計]

3月分等派遣事業収益
緊急雇用安定助成金
育成事業団体損害保険精算

[未収金計I

派遣事業賠償責任・派遣元事業主賠償責任保険料
社回法人D&0(役員賠償貨任)・個人情報漏えい保険料

[前払金計]

1,000

36,926,473

739,239

4,650,799

2,962,46鷲

45,279,972

30,722,463

59,476

4,760

30.786,099

6,9,980

60,500
680,380

流動資産合計 76,747,051

(固定資産)

特定資産

その他固定資産

違舎麟事務所審
転搬潟l積立賛度

什器備品

電話加入権

保証金

十八親和銀行 Jと支店

シュレッダー(裁断機),台
移動書庫1武
移動書庫1式

高速遺路使用ETCカート
利用加入保証金

公益目的事業財産

E特定資産計]

公益目的事業財産
公益目的事業財産
法大会計財産

E什器備品計]

法大会計財産

法大会計財産

[その他固定資産計]

2,2001000

2,200,000

1

186,527
751098

261,826

306,915

110,000

678,S41

固定資産合計 2,878,541

資産合計
'9,6251502

く流動負儀)

未払金

預り金

派遣会長賃金
返還金
経費
職員
長崎税務署
職員

経費

職員・派遣会員

3月分派遣会長賃金等
高齢者活躍人材確保育成事業受託料、預金利息の返選金
派遣事業拠点委託費(手数料)
3月分社会保険料等
消費税及び地方消費税(確定)
3月分職員時間外手当、臨時職員賃金
公益目的事業=法大会計の支払費用

[未払金計と

社会保険料・雇用保険料他
E預り盗計I

24!再 48,528

1,514,ヽ 69

27.987,007

2861910

6,671,100

177,770

1,618,615

62,384,099

797,214
,97.214

流動負慨合計 63,181,313

長侵合言十 89,131,313

正味財産 W S1444,279
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